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中
井
幸
充

明
和
町
長

新新
年年
のの
ごご
ああ
いい
ささ
つつ

る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

ま
ず
、
「
今
、
町
に
何
が
必
要
な

の
か
」
「
町
の
将
来
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
」
「
効
率
の
良
い
行
財
政

運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
か
」
「
１

円
の
税
金
も
無
駄
に
し
て
い
な
い

か
」
を
基
本
に
、
行
財
政
運
営
の

全
体
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
こ

と
か
ら
始
め
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
一
つ
を
早
く
施
策
に
反

映
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
の
中
で
、
今
年
の
目
標
は
、

「
命
を
大
切
に
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
「
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
」

「
高
齢
者
の
安
全
・
安
心
」
の
た

め
の
防
犯
・
防
災
を
中
心
に
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
く
「
協

力
・
協
働
」
の
施
策
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
「
元
気
の
あ
る
明
和
の

町
」
に
す
る
た
め
の
施
策
に
は
、

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
、
今
年
一

年
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
、
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

新
し
く
、
町
政
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

将
来
を
見
据
え
て
、
町
が
生
ま

れ
変
わ
る
た
め
の
第
一
歩
を
皆
さ

ん
と
共
に
、
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

町
内
外
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ

若
い
人
た
ち
の
「
英
知
と
活
力
の

結
集
」
こ
そ
が
欠
か
せ
な
い
要
素

で
す
。

企
業
誘
致
や
商
工
業
・
農
漁
業

の
活
性
化
、
そ
の
中
で
将
来
を
担

う
若
い
人
た
ち
が
職
場
や
地
域
の

中
で
そ
の
力
が
発
揮
で
き
る
場
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
「
創

造
」
を
進
め
る
た
め
に
、
郷
土
明

和
町
に
「
誇
り
」
を
持
ち
、
「
信

頼
」
さ
れ
る
た
め
に
は
、
行
財
政

の
動
き
を
皆
さ
ん
に
明
ら
か
に

し
、
意
見
を
行
財
政
に
反
映
し
て

い
く
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
町
政

懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

は
行
政
の
一
方
的
な
考
え
で
は
な

く
「
み
ん
な
で
創
り
上
げ
て
い
く
」

こ
と
こ
そ
望
ま
れ
る
姿
で
あ
り
ま

す
。地

方
の
時
代
、
地
方
分
権
の
時

代
、
真
の
「
明
和
町
ら
し
さ
」
を

発
揮
す
る
こ
と
が
「
信
頼
さ
れ
る

町
」
明
和
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
第

一
歩
だ
と
信
じ
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
！
」

今
日
を
生
き
る
こ
と
に
、
皆
さ

ん
の
暖
か
い
心
に
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に

応
え
る
べ
く
「
頑
張
る
」
こ
と
を

お
誓
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



新年明けましておめでとうございます。

町民の皆さんには、希望に満ちた新年をすがすがし

くお迎えのことと心からお喜び申し上げます。

昨年11月に町議会議員の選挙が行われ、定員削減の

もと、新しく14人の議員が当選させていただきました。

議員それぞれが決意を新たに、明和町のまちづくりに

努力してまいります。

私たち議会は、少しでも皆さまに納得していただけ

るよう、皆さまの貴重なご意見やご要望を伺いながら、

議会の使命と責任を果たし、快適で住みよい町づくり

のために最善の努力をいたす所存であります。

新年にあたり、皆さまのご健康とご多幸を心から祈

念申し上げ、ごあいさつとさせてぃただきます。

平成19年１月１日

明和町議会　議員一同
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新
し
い
議
員
14
人
の
顔
ぶ
れ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

松
島
　
孜

(67)

金剛坂801-78

無所属・現、当選２回

北
岡
　
泰

(51)

上野840-43

公明党・現、当選３回

須
賀
三
次

(65)

根倉475-1

無所属・現、当選６回

大
和
谷
　
正

(73)

斎宮114

無所属・現、当選５回

伊
豆
千
夜
子

(54)

山大淀681-17

無所属・新、当選１回

脇
田
千
秋

(76)

斎宮1879-9

共産党・現、当選４回

上
田
　
清

(63)

有爾中1243-112

無所属・新、当選１回

間
宮
一
彦

(52)

前野660-1

無所属・現、当選２回

乾
　
良
市

(72)

明星537

無所属・現、当選10回

中
村
　
修

(71)

明星1903

無所属・現、当選４回

議長

森島啓之(67) 金剛坂890-1

無所属・現、当選３回

副議長

阪井勇男(65) 斎宮3697

無所属・現、当選４回

小
林
茂
之

(51)

池村735

無所属・新、当選１回

新年のごあいさつ

土
屋
吉
昭

(51)

大淀甲85

無所属・現、当選３回
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明友会（明星地区老人会）が、10月20日

に開催された第44回県老人福祉大会で、県

老人クラブ連合会長から表彰され、旗を授与

されました。

同会は、幼稚園や小学校の地域の子どもた

ちに里山遊びを伝えたり、手作りのお菓子を

作るなどの活動を長年行っており、今回の表

彰はこの実績が賞されたものです。

この日は同会の「一日会食懇親会」で、会

長の長岡正實さんから会員に賞状と旗が披露

されました。

明友会が県老人クラブ連合会から表彰

役場研修室でまちづくり座談会が開催され

33人が参加しました。

この座談会は、住民参加型のまちづくりを

進めていくために、めいわ市民活動サポート

センターと町職員組合、企画課が協働事業の

一環として行っているもので、今回で３回目。

より多くの町民に、この事業に関心を持っ

てもらうためには、「リーダーづくりを早急

に進める」「既存の事業とタイアップしてPR

してはどうか」「自治会長に協力を仰ぐべき」

などの活発な意見が出ていました。

まちづくり座談会

一般から
公募

し、この
９月か

ら活動を
開始し

た交通安
全教育

指導員「
とまと

ーず」が
、ささ

ふえ保育
所で交

通安全教
室を開

き、80人
の子ど

もたちが
事故に

遭わない
注意点な

どを学び
ました。

この日は
３人の指

導員が、
紙芝居や

歌で交差
点の渡り

方な

どを指導
、子ども

たちも歌
に合わせ

て元気よ
く、声を

出して

左右確認
の練習な

どをしま
した。ま

た、暗い
場所で目

立つ服

の色をみ
んなで実

際に確か
めたりし

ました。

最後は、
とまとー

ずの約束
「交差点

は、とま
る、まつ

、と

びださな
い」をみ

んなで大
きな声で

約束して
教室を終

わりま

した。

とまとー
ずの交通

安全教室
11
22

12
７

11
14
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郡内の専
業農家ら

約200人
が参加す

る多気

郡クリー
ン農業推

進協議会
が、農作

業で出た

ビニール
や廃プラ

スチック
などを収

集しまし

た。この
日は多気

郡農協の
協力で中

央集荷場

に集積、
約10㌧

集まりま
した。各

農家は持

ち込んだ
廃棄物の

重さに応
じて処理

費用を負

担します
。同協議

会は７年
前から、

農作業の

野焼きや
ごみの不

法投棄を
無くそう

と始まっ

たもの。
自分の敷

地でも野
焼きは許

されるも

のではな
く、農業

用廃棄物
として適

正に処理

すべきだ
と、訴え

ていまし
た。

クリーン
農業推進

協議会

水池土器製作遺跡とその周辺で、斎王参向

古道まつりが開催され、約1,200人が会場を

訪れました。

この催しは、「ふれあい・歴史・自然」を

テーマに古道まつり実行委員会（村山俊一会

長）が開催したものです。

開会式の後、里山などを歩くウオーキング

が行われ参加者たちは約６㌔のコースを元気

に歩きました。また、もちつきやミニ斎王群、

バザーなど多くの催しがあり、大勢の人でに

ぎわいました。

参向古道まつり

各自治会の協力を得て毎年行われている、

空き缶ゼロ運動（町、環境美化推進委員会協

賛）が実施され、約3,000人の町民が早朝か

ら参加しました。

ごみ袋を手に持ち、参加者たちは道路脇の

草むらや橋のたもとなどに落ちている缶や

瓶、ペットボトルなどを注意しながら拾いま

した。回収物のなかには、傘や一斗缶などさ

まざまな物が捨てられており、この日集めら

れた缶などは4.4㌧にもなりました。

皆さん、ご協力ありがとうございました。

全町一斉に空き缶ゼロ運動

ふれあい会館で、上御糸ふれあいまつりが

開催され約500人が参加し、地域のまつりを

楽しみました。

同館駐車場ではうどんやもちの振る舞いが

あり、長い行列ができていました。参加者た

ちは思い思いの場所でつきたてのもちなどを

ほおばっていました。

また館内では芸能大会が開かれ、30組が

日ごろの練習の成果を発表しました。小学校

体育館では子どもゲームが開かれ、参加者は

地域のまつりを楽しんでいました。

上御糸ふれあいまつり

11
12

11
23

11
1212

12



●着付け教室

■とき １月13日（ 土 ）
午前10時～正午

■ところ 町人権センター

■参加資格 町内在住、在

勤者

■定員 15人（先着順）

■講師 森本恭子さん

■持ち物 着物ほか着付け

に必要な道具一式

■申し込み １月12日（金）
午後５時までに町人権セ

ンターへ。

福祉と人権のまちづくり講演会「やんちゃ和尚と子育てを語る～転ん

だら、起きればいい～」が、12月10日に岡崎市西居院住職の 中邦充さ

んを講師に迎え、中央公民館で開催されました。この講演会は町、町教

育委員会、人権を守る会（田中紀正会長）の共催で開催されました。

中さんは、10年前から登校拒否、引きこもり、家出などの悩みや問

題を抱える子どもたちと家族同様に生活し更生させる活動を続けられ、

多くの子どもたちが社会復帰しています。

寺での子どもたちとの関わり合いの体験談を交え、「現代は子育てに自

信のない父親や母親などが増えている。親が命がけで育てているのか。

大切な子どもの変化がわからないの

か」と訴えられました。また、家

庭・地域・学校のコミュニケーショ

ンのあり方などを問題提示されまし

た。

壇上からではなく会場に降りて講

演され、参加者たちと暖かい交流を

感じる講演会でした。
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人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課TEL52-7124・FAX52-7133

人権センター今月の講座案内

楽
し
い
手
作
り
教
室

ひ
と
・
ま
ち
・

ふ
れ
あ
い
企
画

街
頭
で
人
権
啓
発

【
初
春
の
和
菓
子
を
作
ろ
う
】

「
練
り
き
り
」
で
春
を
感
じ
さ

せ
る
和
菓
子
を
作
り
ま
す
。

「
人
権
週
間
」
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
12
月
４
日
と
６
日

の
両
日
、
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し

た
。４

日
の
夕
方
に
は
イ
オ
ン
明
和

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
６

日
の
早
朝
に
は
㈱
近
鉄
斎
宮
駅
と

明
星
駅
で
、
人
権
擁
護
委
員
や
町

職
員
ら
延
べ
20
人
が
人
権
啓
発
の

チ
ラ
シ
や
啓
発
物
品
な
ど
を
通
行

人
に
配
り
ま
し
た
。

■
と
き

１
月
31
日

（水）

午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
ふ
き
ん
・
タ
オ
ル

■
参
加
費

３
０
０
円

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

20
人
（
先
着
順
）

■
講
師

西
山
　
肇
さ
ん
（
大
淀
）

松
田
俊
男
さ
ん
（
金
剛
坂
）

福
祉
と
人
権
の
町
づ
く
り
講
演
会
に
２
５
０
人

２
月
17
日
に
大
淀

小
で
人
権
講
演
会

明
和
中
学
校
区
人
権
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
委
員
会
で
は
、
各
小
学
校
区

で
人
権
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

２
月
17
日

（土）

午
後

２
時
〜
３
時
30
分
（
予
定
）

■
と
こ
ろ

大
淀
小
学
校
体
育
館

■
講
師

向
出
佳
司
さ
ん
（
皇
学

館
大
学
臨
床
心
理
士
）

■
演
題

仮
「
元
気
の
出
る
子
育

て
〜
親
の
目
・
子
の
芽
・
地
域

の
眼
〜
」

※
詳
し
く
は
、
大
淀
小
学
校

（
TEL
55-

２
１
６
０
）
へ
。

■
受
講
資
格

町
内
在
住
者

■
申
し
込
み

１
月
15
日

（月）
〜

19
日

（金）

【
伊
勢
型
紙
で
桃
の
節
句
を
祝
う
】

ひ
な
ま
つ
り
に
飾
る
、
伊
勢
型

紙
の
ミ
ニ
色
紙
を
作
り
ま
す
。

■
と
き

２
月
13
日

（火）

午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
参
加
費

３
０
０
円
（
先
着
順
）

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

20
人

■
講
師

山
中
師
之
さ
ん
（
北
藤

原
）

■
受
講
資
格

町
内
在
住
者

■
申
し
込
み

１
月
22
日

（月）
〜

26
日

（金）

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー
へ
。
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三
重
県
交
通
安
全
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
見
る
・
聞
く
・
体
験

す
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

階
層
に
応
じ
た
交
通
安
全
体
験
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
の
立
場
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
立
場
に
立
っ
た
交
通
安
全

に
つ
い
て
、
体
験
を
交
え
な
が
ら
「
楽
し
く
学
ぶ
」
こ
と
が
で
き

ま
す
。
企
業
や
、
団
体
、
学
校
、
自
治
会
、
老
人
会
、
子
ど
も
会

な
ど
の
組
織
、
趣
味
の
会
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
少
人
数
で
も
研

修
の
予
約
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
個
人
で
も
自
由
に
入
館
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
機
器
を
体

験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で
出
向
け
な
い
と
い
う
場
合
は
、
ス

タ
ッ
フ
が
地
域
に
出
向
い
て
行
う
「
親
子
交
通
安
全
教
室
」
や

「
お
年
寄
り
の
た
め
の
交
通
安
全
教
室
」
「
飲
酒
運
転
防
止
講
座
」

な
ど
の
「
交
通
安
全
出
前
研
修
」
の
実
施
に
つ
い
て
も
相
談
に
応

じ
て
く
れ
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
、
出
前
研
修
と
も
す
べ
て
無
料
で
す
。

み
ん
な
で
利
用
し
て
、
楽
し
く
交
通
安
全
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
開
館
日
時

土
曜
日
以
外
の
毎
日
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分
（
日
曜
日
は
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
30
分
・
祝
祭
日
お

よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

研
修
の
申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ
は
次
の
と
お
り
で
す
。
直
接

施
設
ま
で
お
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

三
重
県
交
通
安
全
研
修
セ
ン
タ
ー

（
三
重
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
４
Ｆ
・

津
市
垂
水
２
５
６
６
　
TEL
０
５
９
―

２
２
４
―
７
７
２
１
　U

R
L

＝

h
ttp
:/
/
w
w
w
.s
a
fe
ty
p
la
z
a
-

m
ie.com

）

シ
リ
ー
ズ
『
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う
！
』

交
通
安
全
研
修
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

斎
宮
駅
で
明
和
消
防

署
が
呼
び
掛
け

秋
季
火
災
運
動
に
先
駆
け
て
、

明
和
消
防
署
が
11
月
８
日
、
近
鉄

斎
宮
駅
前
で
女
性
消
防
団
員
、
町

消
防
団
幹
部
ら
15
人
が
、
啓
発
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
消
防
法

の
改
正
に
よ
り
す
べ
て
の
住
宅
に

火
災
報
知
器
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
（
新
築
住
宅
は
、
昨
年
６
月

１
日
か
ら
、
既
存
住
宅
は
平
成
20

年
５
月
31
日
ま
で
に
）
こ
と
を
確

認
し
て
も
ら
お
う
と
行
っ
た
も
の

で
す
。

斎
宮
駅
を
利
用
す
る
通
勤
・
通

学
途
中
の
乗
降
者
に
、
声
を
か
け

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡
し
て
い
ま
し

た
。

フ
ィ
ジ
ー
の
消
防
隊

員
の
技
術
実
務
研
修

消
防
団
の
非
常
訓
練

と
秋
季
訓
練

11
月
12
日
早
朝
、
明
和
町
消
防

団
（
藪
谷
一
雄
団
長
）
の
非
常
召

集
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
防

災
行
政
無
線
で
午
前
５
時
30
分
に

非
常
召
集
の
放
送
が
か
か
る
と
、

町
内
各
分
団
か
ら
小
型
ポ
ン
プ
積

載
車
８
台
が
下
御
糸
漁
港
を
目
指

し
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
出
動
、

午
前
５
時
50
分
に
総
勢
70
人
の
団

員
が
集
合
を
完
了
し
、
消
防
団
長

に
報
告
し
て
訓
練
を
終
了
し
ま
し

た
。ま

た
同
日
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
は
秋
季
訓
練
が
行
わ
れ
団
員

１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
日
の
訓
練
は
各
個
・
小
隊
訓
練

か
ら
中
隊
訓
練
、
ホ
ー
ス
延
長
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ
、
最
後
に
体
力

練
成
訓
練
と
し
て
分
団
対
抗
の
綱

引
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
広報めいわ　広報めいわ　2007年１月号年１月号 広報めいわ　2007年１月号 

フ
ィ
ジ
ー
諸
島
共
和
国
か
ら
国

際
消
防
技
術
実
務
研
修
に
派
遣
さ

れ
た
シ
ャ
レ
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
サ
ド

さ
ん
と
ナ
テ
ン
バ
・
イ
リ
ベ
レ
テ

ィ
さ
ん
が
11
月
28
日
、
明
和
消
防

署
で
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

同
研
修
は
、
国
際
協
力
機
構

（
J
I
C
A
）
の
地
域
提
案
型
事

業
の
一
環
と
し
て
松
阪
地
区
広
域

消
防
組
合
消
防
本
部
が
約
１
カ
月

間
研
修
員
を
受
け
入
れ
、
水
難
救

助
訓
練
か
ら
山
岳
救
助
訓
練
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
実
施
、
帰
国

後
に
技
術
普
及
活
動
を
す
る
た
め

の
指
導
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
主

な
目
的
で
す
。

明
和
消
防
署
で
は
、
煙
道
を
使

っ
た
救
助
訓
練
を
実
施
、
レ
ス
キ

ュ
ー
隊
員
か
ら
負
傷
者
の
救
出
方

法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。



<

そ
の
ほ
か>

給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合

や
、
年
末
調
整
を
受
け
た
が
社
会

保
険
料
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
が
増
え
る
場
合

確
定
申
告
の
申
告
相
談
は
、
昨

年
ま
で
は
、
案
内
は
が
き
で
日
時

の
指
定
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
特
に
指
定
を
行
い
ま
せ

ん
。
都
合
の
良
い
日
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
案
内
は
が
き
は

送
付
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※
譲
渡
所
得
、
事
業
所
得
、
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
の
相
談

は
、
松
阪
商
工
会
議
所
が
会
場
に

な
り
ま
す
。

※
住
民
税
の
申
告
相
談
に
つ
い
て

8

所所所所
得得得得
税税税税
のののの
確確確確
定定定定
申申申申
告告告告
とととと
町町町町
県県県県
民民民民
税税税税
のののの
申申申申
告告告告
相相相相
談談談談

ま
た
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税

の
確
定
申
告
と
納
税
は
、
４
月
２

日
（月）
が
期
限
に
な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
事
業
者
や
営
農
者
で
、
平
成

16
年
分
の
収
入
金
額
が
、
１
０
０

０
万
円
を
超
え
て
い
る
人
は
平
成

18
年
分
の
消
費
税
の
確
定
申
告
と

納
税
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
明

和
町
に
住
所
の
あ
る
人
で
平
成

18
年
中
に
次
の
よ
う
な
所
得
が
あ

っ
た
人

●
営
業
等
・
農
業
・
不
動
産
・
利

子
・
配
当
・
譲
渡
・
山
林
な
ど
の

所
得
が
あ
っ
た
人

●
給
与
所
得
者
・
年
金
所
得
者
で

次
の
よ
う
な
人

①
給
与
所
得
・
年
金
以
外
に
も
所

得
が
あ
っ
た
人

平
成
18
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
、
平
成
19
年
度
町
県
民
税

（
住
民
税
）
の
申
告
受
付
期
間
は
、

２
月
16
日

（金）
か
ら
３
月
15
日

（木）

（
土
曜
、
日
曜
日
を
除
く
）
ま
で

で
す
。
こ
の
期
間
を
経
過
し
て
し

ま
う
と
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
金

の
ほ
か
に
、
加
算
税
や
延
滞
税
も

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
期
限
ま
で
に
、

忘
れ
ず
に
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
の
会
場
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
松
阪
商
工
会
議
所
１
階

大
ホ
ー
ル
（
松
阪
市
若
葉
町
１
６

１
―
２
）
、
ま
た
、
町
県
民
税
の

申
告
（
住
民
税
申
告
）
お
よ
び
、

簡
易
な
確
定
申
告
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
例
年
ど
お
り
役
場
研
修
室

な
ど
で
行
い
ま
す
。（「
広
報
め
い

わ
２
月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
書
は
、
申
告
受
付
日
以
前

で
も
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
申
告
書
は
郵
送
で
も

受
け
付
け
さ
れ
ま
す
。

②
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
支
払
い

を
受
け
て
い
る
人
で
、
年
末
調
整

を
し
て
い
な
い
給
与
の
収
入
金
額

と
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
と
の
合
計
が
20
万
円
を

超
え
て
い
る
人

③
勤
務
先
か
ら
明
和
町
に
「
給
与

支
払
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い

な
い
人

ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て

よ
い
人
で
も
次
の
場
合
は
確
定
申

告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

<
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除>

マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
で
取
得
し
た
場
合

<

医
療
費
控
除>

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合

<

雑
損
控
除>

災
害
や
盗
難
に
遭
っ
た
場
合

<

年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い
場
合>

年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合

は
、
今
ま
で
ど
お
り
案
内
と
申
告

書
は
送
付
し
ま
す
。

※
申
告
相
談
の
日
時
・
場
所
は

「
広
報
め
い
わ
２
月
号
」
で
詳
し

く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
対
象
者

平
成
18
年
分
の
所
得

が
公
的
年
金
だ
け
の
人

■
と
き

２
月
６
日

（火）

午
前

10
時
〜
11
時
30
分
・
午
後
１
時

〜
２
時
30
分
・
午
後
３
時
〜
４

時
30
分
の
３
回

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
大
集
会

場
■
講
師

東
海
税
理
士
会
松
阪
支

部
所
属
税
理
士

■
持
ち
物
　
印
鑑
・
源
泉
徴
収

票
・
確
定
申
告
書
（
送
付
が
あ

っ
た
人
）
・
還
付
金
の
振
込
先

の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

申
告
相
談
は
期
間
中

に
随
時
受
け
付
け

年
金
受
給
者
へ
の

申
告
説
明
会
を
開
催



保
険
料
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
が
増
え
る
人

■
と
き

２
月
９
日

（金）

午
前
９

時
〜
11
時
・
午
後
１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

役
場
研
修
室

■
持
ち
物
　
印
鑑
・
源
泉
徴
収

票
・
確
定
申
告
書
（
送
付
が
あ

っ
た
人
）
・
還
付
金
の
振
込
先

の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
、

そ
の
ほ
か
左
表
の
う
ち
該
当
す

る
も
の

9
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※
詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
署
個
人

課
税
部
門
（
TEL
０
５
９
８-

52-

３

０
２
４
）
へ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

確
定
申
告
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
必
要

項
目
を
入
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
24

時
間
い
つ
で
も
確

定
申
告
書
や
決
算

書
・
収
支
内
訳
書

な
ど
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
松

阪
税
務
署
個
人
課

税
部
門
（
TEL
０
５

９
８-

52-

３
０
２

４
）
へ
。

（
還
付
の
あ
る
場
合
）

※
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
、
そ
の

場
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
説
明
会
の
内
容
、
申
告
書
の
書

き
方
な
ど
で
分
か
ら
な
い
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
松
阪
税

務
署
個
人
課
税
部
門
（
TEL
０
５

９
８-

52-

３
０
２
４
）
へ
。

還
付
申
告
を
す
る
人
に
申
告
書

作
成
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
作
成

し
た
申
告
書
は
そ
の
場
で
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
税
が
還
付
に
な
る
人
だ
け
が

対
象
で
す
。
対
象
者
は
次
の
よ
う

な
人
で
す
。

①
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
受

け
た
が
、
社
会
保
険
料
控
除
や
扶

養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
が
増
え

る
人

②
給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
や

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
人

③
中
途
退
社
な
ど
に
よ
り
、
年
末

調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

④
年
金
収
入
が
あ
り
、
所
得
税
が

源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
で
社
会

軽
４
輪
・
バ
イ
ク
・
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
の
軽
自
動
車
税

は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
車
を
処
分
し
た
・

他
人
に
売
り
渡
し
た
な
ど
の

よ
う
な
場
合
で
も
、
廃
車
届

や
名
義
変
更
の
手
続
き
を
済

ま
さ
れ
な
い
と
、
い
つ
ま
で

も
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。そ

の
よ
う
な
場
合
は
、
今

す
ぐ
そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

軽
４
輪
・
バ
イ
ク

廃
車
届
は
お
早
め
に

届け出先 
原付（125cc以下）・小型特 
殊自動車（トラクターなど） 

２輪の軽自動車（125ccを 
超え250cc以下） 

２輪の小型自動車（250cc 
を超える） 

軽乗用車・軽トラックなど 

役場税務課 
（TEL52-7113） 

軽自動車協会 
（TEL059－234－8611） 

三重運輸支局 
（TEL050－5540－2055） 

軽自動車検査協会 
（TEL059－234－8431） 

※詳しくは、それぞれの届け出先へお問い合わせを。 

社会保険料控除 

生命保険料控除 

損害保険料控除 

医療費控除 

住宅借入金等 
特別控除 

国民年金保険料については、社会保険庁から送付され 
た「控除証明書」または領収書。その他の社会保険料 
については、支払金額が確認できるもの 

生命保険料控除証明書 

損害保険料控除証明書 

医療費の領収書、医療費の明細書 

①住民票の写し 
②住宅の登記簿謄本および売買契約書の写し（土地も 
購入された人は、土地の登記簿謄本および売買契約書 
の写し） 
③借入金の年末残高証明書 

●還付申告指導時に必要なもの 

（封筒） 

パ
ソ
コ
ン
で

確
定
申
告
書
が
作
成

で
き
ま
す

所
得
税
の
還
付
申
告

の
指
導
を
開
催

オ
ン
ラ
イ
ン
で
楽
々
、

e
―
T
A
X

e
―
T
A
X
を
利
用
す
る
と

①
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
が

で
き
ま
す
。

②
A
T
M
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
な
ど
を
利
用
し
て
納

税
が
で
き
ま
す
。

③
申
請
・
届
け
出
が
で
き
ま
す
。

e
―
T
A
X
を
利
用
す
る
に

は
、
開
始
届
け
を
税
務
署
に
提
出

す
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
に
接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
、
電

子
証
明
書
（
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）、

I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
署
個
人

課
税
部
門
（
TEL
０
５
９
８-

52-

３

０
２
４
）
へ
。
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平平平平成成成成11119999年年年年度度度度かかかからららら

ああああななななたたたたのののの町町町町県県県県民民民民税税税税がががが変変変変わわわわりりりりまままますすすす

「
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と
い
う
方
針
で
進
め
ら
れ

て
い
る
三
位
一
体
の
改
革
の
一
環
と
し
て
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税

源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。
所
得
税
と
住
民
税
の
税
率
を
変
え
る
こ

と
で
、
お
よ
そ
３
兆
円
の
税
源
が
移
譲
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
が
減
り
、
住
民
税
が
増
え
ま
す

ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
１
月
分
か

ら
所
得
税
が
減
り
、
そ
の
ぶ
ん
６

月
分
か
ら
住
民
税
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
税
源
の

移
し
替
え
な
の
で
、
「
所
得
税
＋

住
民
税
」
の
負
担
は
、
基
本
的
に

は
変
わ
り
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
税

源
移
譲
以
外
に
も
定
率
減
税
の
廃

止
な
ど
の
改
正
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、
実
際
の
負
担
増
減
に
は
そ

れ
ら
の
影
響
が
あ
り
ま
す
）。

※住民税は所得格差による税率の差が無くなり、一律に10％にな

りますが、一方で所得税は、４段階から６段階に細分化されます。

※所得税と住民税では、人的控除の額に差があるため、個々の納

税者の人的控除の適用状況に応じて住民税を減額し、税負担が変

わらないようにします。

●
所
得
税
は

平
成
19
年
１
月
分
か
ら
適
用

●
住
民
税
は

平
成
19
年
６
月
分
か
ら
適
用

平
成
11
年
度
か
ら
景
気
対
策
の

た
め
の
暫
定
措
置
と
し
て
導
入
さ

れ
て
い
た
定
率
減
税
が
、
最
近
の

経
済
状
況
を
踏
ま
え
て
廃
止
さ
れ

10 
％ 

20 
％ 

30 
％ 

37 
％ 

4段階 

10 
％ 

20 
％ 

23 
％ 

33 
％ 

40 
％ 

5 
％ 

6段階 

移譲後 移譲前 

移譲後 

10％比例税率 

6％（市区町村民税） 

4％（都道府県民税） 

移譲前 

2％ 3％ 

10％ 
8％ 

3％ 

13％ 

10％ 

5％ 

定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す

ま
す
。
（
所
得
税
は
平
成
19
年
１

月
分
、
住
民
税
は
平
19
年
６
月
分

か
ら
）
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64,500円 

163,000円 

307,000円 

住民税 

126,500円 

260,500円 

404,500円 

住民税 

9,000円 

76,000円 

196,000円 

住民税 

9,000円 

135,500円 

293,500円 

住民税 

税源移譲前 
給与収入 

124,000円 
 

■独身者の場合 

300万円 

所得税 

258,000円 

474,000円 

合　計 

188,500円 

421,000円 

781,000円 

税源移譲後 

62,000円 
 

所得税 

160,500円 

376,500円 

合　計 

188,500円 

421,000円 

781,000円 

負担 
増減額 

0円 

0円 

0円 

税源移譲前 
給与収入 

0円 

■夫婦+子ども２人の場合 

300万円 

所得税 

119,000円 

263,000円 

合　計 

9,000円 

195,000円 

459,000円 

税源移譲後 

0円 
 

所得税 

59,500円 

165,500円 

合　計 

9,000円 

195,000円 

459,000円 

0円 

0円 

0円 

負担 
増減額 

500万円 

700万円 

500万円 

700万円 

【モデルケース】税源移譲による負担変動（年額）

住
民
税
の
老
年
者
非
課

税
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
が
、
経
過
措
置
が

と
ら
れ
て
い
ま
す

65
歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所
得

が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
へ
の
住

民
税
の
非
課
税
措
置
が
、
平
成
18

年
度
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
経
過
措
置
と
し
て
平
成

17
年
１
月
１
日
現
在
で
65
歳
に
達

し
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１

２
５
万
円
以
下
の
人
に
つ
い
て

は
、
左
表
の
よ
う
な
経
過
措
置
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
。

※税源移譲による負担変動を示すものです。一定の社会保険料が控除されているものとし、夫婦+

子ども２人の場合は、子どものうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています。

※このほか、実際の負担増減額には、平成19年から定率減税が廃止されるなどの影響があることに

ご注意ください。

年度 

平成18年度 

平成19年度 

平成20年度 

本来の税額の３分の１で課税 

本来の税額の３分の２で課税 

本来の税額で課税 

所得割 均等割 

1,300円 

2,600円 

4,000円 
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1,175票 当　間宮　一彦 

1,293票 当　すが　三次 

1,081票 当　伊豆　ちや子 

712票 当　いぬい　良市 

668票 当　大和谷　正 

1,076票 当　土屋　吉昭 

667票 当　わきた　千秋 

853票 当　森島　ひろゆき 

1,339票 当　北岡　やすし 

752票 当　阪井　いさお 

767票 当　上田　清 

564票 　　北山　まさえ 

663票 当　松島　つとむ 

1,187票 当　小林　茂之 

1,021票 当　中村　おさむ 

候補者別得票数 （得票順・敬称略） 

町民の期待を担って

第15代明和町長に中井幸充氏初当選
14人の議員も決まるー

町
議
・
町
長
同
時
選
挙

公
職
選
挙
法
の
適
用
を
受
け
て
、
同

時
選
挙
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
ら
れ

て
い
た
町
議
会
議
員
と
町
長
選
挙
は
、

11
月
21
日
告
示
、
26
日
に
投
・
開
票
が

行
わ
れ
た
結
果
、
新
人
の
中
井
幸
充
氏

（
佐
田
）
が
当
選
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町

議
会
議
員
選
挙
に
は
14
の
議
席
に
15
人

が
立
候
補
し
、
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

●町議会議員選挙の結果

●町長選挙の結果

【投票の内訳】

選挙人名簿登録者数 18,617人

選挙当日有権者数 18,444人

投票者数 14,178人

投票率 76.87％

【開票の内訳】

投票総数 14,178票

有効投票数 13,961票

無効投票数 217票

●町議会議員選挙の結果

【投票の内訳】

選挙人名簿登録者数 18,617人

選挙当日有権者数 18,444人

投票者数 14,181人

投票率 76.89％

【開票の内訳】

投票総数 14,181票

有効投票数 13,818票

無効投票数 363票

　671票 　　田辺　泰宏 

4,467票 　　東谷　やすあき　　 

4,738票 当　中井　ゆきみつ 

4,085票 　　木戸口　真澄 

候補者別得票数 （得票順・敬称略） 

 

 

●町長選挙の結果

昭和24年１月26日、法隆寺（奈良県）の金堂が火災

に遭い、国宝の壁画が焼失しました。その後も貴重な

文化財の焼失が相次いだため、昭和25年に文化財保護

法が制定され、昭和30年に１月26日を「文化財防火デ

ー」と定めました。文化財を火災や地震などの災害か

ら守るとともに、文化財愛護思想の普及高揚を図るた

め、全国一斉に文化財防火運動を展開され53回目にな

ります。

町内にも明星の転輪寺をはじめ、たくさんの建造物、

彫刻、絵画などが文化財として指定されています。こ

れらの貴重な文化財を火災から守るために、地域の

人々や関係機関が協力し、防災対策や訓練の実施に努

め、かけがえのない文化財を火災から守りましょう。

※詳しくは、明和消防署（TEL52-5600）へ。

１月26日は

「文化財防火デー」
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広報めいわ　広報めいわ　2007年１月号年１月号 広報めいわ　2007年１月号 

斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で

は
、
６
月
２
・
３
の
両
日
に
開
催

さ
れ
る
「
第
25
回
斎
王
ま
つ
り
」

の
出
演
者
を
、
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
人
数

▽
斎
王
役
ほ
か
女

官
＝
18
歳
以
上
の
未
婚
女
性
30

人
▽
近
衛
使
役
ほ
か
＝
18
歳
以

上
の
男
性
10
人
▽
子
ど
も
斎
王

役
ほ
か
＝
町
内
近
隣
市
町
在
住

の
小
学
校
４
〜
６
年
生
の
男
女

60
人
▽
舞
人
＝
町
内
お
よ
び
近

隣
市
町
村
在
住
の
中
学
・
高
校

生
ま
た
は
、
成
人
女
性
10
人

■
締
め
切
り

子
ど
も
＝
２
月
14

日
（水）

大
人
＝
２
月
21
日

（水）

※
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
同

実
行
委
員
会
（
〒
５
１
５
ー
０
３

２
１
明
和
町
斎
宮
２
８
１
１
番
地

TEL
52-

０
０
５
４
・
フ
ァ
ク
ス

52-

７
２
７
４
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
＝h

ttp://saioh
.su
b
.jp

）
へ
。

斎斎
王王
まま
つつ
りり
のの
出出
演演
者者
をを
募募
集集

11月16日 
～12月15日 

今年１月 
からの累計 

昨年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽症者数 

死 者 数 

物損事故件数 

67件 

17件 

32人 

1人 

50件 

650件 

150件 

203人 

7人 

500件 

－95件 

－22件 

－34人 

重傷者数 3人 18人 ＋7人 

＋4人 

－75件 

■町内の交通事故発生状況（平成18年12月15日現在） 

～夕暮れ時、ちょっと早めのライト・オン～ 

0（±0） 

0（±0） 

0（±0） 

0（±0） 2（＋1） 

22（＋3） 2（＋1） 

18（＋1） 

■町内の刑法犯認知件数（平成18年11月１日～30日） 

手　　口 件数（先月比） 手　　口 件数（先月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

※「自販機荒らし」に要注意！ 

第
49
回
明
和
町
駅
伝
大
会
が
12

月
10
日
に
開
催
さ
れ
、
町
内
外
の

25
チ
ー
ム
（
地
区
対
抗
６
・
中
学

校
8
・
オ
ー
プ
ン
11
）
が
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
対
抗
で
は
斎
宮
チ

ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

【
チ
ー
ム
成
績
】

●
地
区
対
抗

①
斎
宮
チ
ー
ム

（
1
時
間
11
分
4
秒
＝
福
井
健

二
・
田
畑
成
紀
・
加
藤
直
輝
・

小
林
輝
久
・
山
口
勝
司
・
土
井

一
輝
）
②
明
星
チ
ー
ム
（
同
17

分
6
秒
）
③
上
御
糸
チ
ー
ム

（
同
20
分
52
秒
）
④
下
御
糸
チ

ー
ム
⑤
大
淀
チ
ー
ム
⑥
修
正
地

区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
チ
ー
ム

●
中
学
校

①
野
球
部
A
（
1
時

間
16
分
45
秒
＝
田
中
建
太
・
後

藤
大
輝
・
松
井
　
衆
・
中
西
啓

太
・
須
賀
大
貴
・
上
田
　
築
）

②
野
球
部
B
（
同
18
分
58
秒
）

③
陸
上
部
A
（
同
19
分
40
秒
）

④
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
A
⑤

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
A
⑥
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
B
⑦
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
B
⑧
陸
上
部

B
●
オ
ー
プ
ン

①
久
居
自
衛
隊
重

迫
（
1
時
間
5
分
4
秒
＝
岡
崎

孝
之
・
勝
島
大
介
・
山
田
浩

史
・
坂
倉
真
実
・
梶
間
郁
哉
・

太
原
英
胤
）
②
明
ヶ
野
L
D
C

（
同
6
分
31
秒
）
③
陸
自
第
4

中
隊
（
同
8
分
45
秒
）
④
三
重

県
庁
A
⑤
三
重
県
庁
B
⑥
近
鉄

明
星
検
車
区
⑦
三
重
基
金
B
⑧

１
１
９
⑨
三
重
基
金
A
⑩
森
下

ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
⑪
太
陽
の
家

【
区
間
賞
】

●
地
区
対
抗

▽
1
区
＝
福
井
健

二
▽
2
区
＝
田
畑
成
紀
▽
3

区
＝
加
藤
直
輝
▽
4
区
＝
小
林

輝
久
▽
5
区
＝
伊
藤
秀
悟
▽
6

区
＝
奥
井
修
次

●
中
学
校

▽
1
区
＝
田
中
建
太

▽
2
区
＝
濱
口
勝
哉
▽
3
区
＝

森
井
悠
斗
▽
4
区
＝
中
西
啓
太

▽
5
区
＝
須
賀
大
貴
▽
6
区
＝

上
田
　
築

●
オ
ー
プ
ン

▽
1
区
＝
岡
崎
孝

之
▽
2
区
＝
立
元
奉
文
▽
3

町町
駅駅
伝伝
大大
会会
にに
2255
チチ
ーー
ムム
がが
力力
走走

地
区
対
抗
で
優
勝
し
た
斎
宮
チ
ー
ム
。

区
＝
山
田
浩
史
▽
4
区
＝
坂
倉

真
実
▽
5
区
＝
松
下
和
真
▽
6

区
＝
太
原
英
胤

昨
年
の
斎
王
ま
つ
り
の
様
子
。
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

浄化槽をご使用の皆さんへ浄化槽をご使用の皆さんへ

【保守点検】

●知事の登録を受けた保守点検業者へ依頼しましょ

う。

●一般のご家庭の浄化槽では、１年間に３回から４

回の保守点検が必要です。

※詳しくは、三重県松阪農林商工環境事務所

（TEL0598-50-0530・0627）へ。

【清掃】

●町の許可業者である明和クリーン㈱（TEL52-5517）
へ依頼しましょう。

●毎年１回以上の実施が必要です。

※詳しくは、環境課（TEL52-7117）へ。

【法定検査】

●知事の指定検査機関である社団法人三重県水質保

全協会に依頼しましょう。

●【７条検査】新たに設置した時に１回受けます。

【11条検査（定期検査）】７条検査の受検後、毎年

１回受けることが必要です。

※詳しくは、同協会（TEL059-226-0010）へ。

～合併処理浄化槽を設置してきれいな水環境を～～合併処理浄化槽を設置してきれいな水環境を～

トイレの汚水だけを処理する単独処理浄化槽やく

み取り式トイレを使用している家庭などでは、米の

とぎ汁や風呂の排水などの生活雑排水が未処理のま

ま放流され、川などを汚し水環境の悪化を招く原因

になっています。

現在、単独処理浄化槽やくみ取り式トイレ等を合

併処理浄化槽へ設置する場合、補助金が交付されま

す。（設置区域や人槽等の条件があります）

日常排出される水の汚れをきれいにして排出する

合併処理浄化槽を設置しましょう。

浄化槽は微生物の働きによって汚水を処理します。管理が悪いと汚れた水を出し、魚も住めない海や川にして

しまいます。浄化槽の維持管理について正しい知識を持ち、地域の水環境をみんなで守りましょう。

最
近
、
利
用
し
た
覚
え
の
な
い

「
不
良
債
権
の
請
求
」
や
「
有
料

情
報
料
の
未
払
い
の
請
求
」
が
は

が
き
な
ど
で
自
宅
へ
届
き
、
「
支

払
わ
な
い
場
合
は
、
自
宅
ま
で
回

収
に
行
く
」
と
い
っ
た
内
容
で
お

金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
手
口

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

疑
問
の
あ
る
請
求
書
な
ど
に
い

て
は
１
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
行
政

機
関
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
処
方
法

①
身
に
覚
え
の
な
い
も
の
は
、
一

切
支
払
う
必
要
が
な
い
の
で
請

求
に
は
応
じ
な
い
よ
う
に
す

る
。

②
自
分
か
ら
は
一
切
連
絡
し
な

い
。

③
督
促
の
は
が
き
や
メ
ー
ル
な
ど

の
証
拠
に
な
る
も
の
は
保
管
す

る
。

④
万
一
、
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
や
自
宅
に
債
権
回
収
を
名
乗

る
業
者
が
訪
問
し
た
場
合
は
、

警
察
へ
届
け
出
を
す
る
。

※
悪
質
商
法
に
遭
っ
た
と
き
の
相

談
先
は
、

●
三
重
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

「
三
重
県
相
談
窓
口
」
（
TEL
０
５

９-

２
２
８-

２
２
１
２
）

●
三
重
県
松
阪
警
察
署
「
被
害
相

談
」（
TEL
０
５
９
８-

53-

０
１
１
０
）

●
明
和
町
役
場
産
業
課
（
TEL
52-

７
１
３
８
）

身身身身
にににに
覚覚覚覚
ええええ
のののの
なななな
いいいい
はははは
がががが
きききき
でででで

請請請請
求求求求
書書書書
がががが
届届届届
いいいい
たたたた
らららら
！！！！

いつも汚水が正しく分解処理されるように
汚泥（微生物）の管理や槽内の装置・付属機
器の点検や調整をする仕事です

機能を十分に発揮させるために浄化槽内に
たまった汚泥、異物等の引出しと機器類の洗
浄、清掃を行う作業です

法定検査は、浄化槽の定期健康診断です

ゃんの遊ばせ方、楽しむ育児に

ついてなど

●講師　チャイルドボディーワー

クセラピスト　中村幸美さん

（助産師）

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時50分までに

（11時30分終了予定）

●持ち物 母子健康手帳・バスタ

オル１枚・お茶・果汁・ミルク

（必要な人）

●申し込み 定員15人になり次第

締め切り。１月23日（火）まで
に保健福祉センターへ
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広報めいわ　広報めいわ　2007年１月号年１月号 広報めいわ　2007年１月号 

近
年
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

不
法
投
棄
を
根
本
か
ら
防
止
し
て

い
く
た
め
、
伊
勢
地
域
不
法
投
棄

防
止
対
策
協
議
会
で
は
、
本
年
度

も
啓
発
事
業
と
し
て
不
法
投
棄
防

止
強
化
月
間
中
に
お
け
る
各
構
成

市
町
の
不
法
投
棄
物
撤
去
作
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

当
町
で
も
、
今
年
度
は
大
淀
海

岸
護
岸
沿
い
お
よ
び
下
御
糸
海
岸

護
岸
沿
い
で
実
施
し
、
下
御
糸
漁

港
で
分
別
作
業
を
行
い
ま
す
。

明
和
町
か
ら
不
法
投
棄
を
無
く

し
、
ご
み
の
な
い
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
１
人

で
も
多
く
の
人
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
と
き

１
月
27
日

（土）

午
前

９
時
〜
11
時
30
分
（
午
前
８
時

30
分
集
合
）

■
集
合
場
所
・
作
業
場
所
　
下
御

糸
漁
港
（
祓
川
河
口
付
近
）

■
そ
の
ほ
か

雨
天
決
行
、
動
き

や
す
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す

（
作
業
場
所
は
冷
え
込
む
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
防
寒
対
策
に

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
生

活
環
境
係
（
TEL
52-

７
１
１
７
）
へ
。

平
成
16
年
度
の
作
業
の
様
子
。

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,131人　 

11,170人　 

11,961人　 

7,470世帯 

12月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

17人 

15人

54人 

63人 

11月中の異動 
 

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前

後が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が

微生物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川

の汚濁を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊してい

る微細な固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、

汚濁が著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

6.0 

7.7 

6.2 

1.0未満 

4.7 

3.9 

6.8 

6.9 

6.3 

採水日（11月１日） 

祓　川（下御糸橋） 0.6 

0.9 

1.3 

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

河川名 
ＰＨ ＳＳ ＤＯ 

項　　　目 

不
法
投
棄
ご
み
の
分
別
作
業
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
！

北藤原 

浜田 

八木戸 

集合場所下御糸漁港 

ＭＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 １月17日（水）＝
平成16年６月生まれ、２月14日

（水）＝平成16年７月生まれ
●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

●とき・対象児 １月12日（金）＝
平成17年６月生まれ、２月９日

（金）＝平成17年７月生まれ

●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 １月19日（金）＝
平成15年６月生まれ、２月16日

（金）＝平成15年７月生まれ
●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談

●とき・対象者 １月26日（金）＝
乳幼児と妊産婦で月齢は不問

●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10

時30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する人の名前

（子どもの場合は生年月日）・

電話番号を前日までに福祉課へ

すこやか赤ちゃん教室

●とき・対象児 １月24日（水）
平成18年８月～11月出生児

（未参加の人）

●内容　ベビーマッサージや赤ち

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

保健福祉センター（TEL52-7127）へ
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

障
害
者
の
就
労
・
生
活
す
る
上

で
の
悩
み
、
困
り
ご
と
に
つ
い
て

の
相
談
に
乗
り
支
援
を
行
い
ま

す
。

【
就
業
支
援
】

●
松
阪
・
多
気
郡
管
内
在
住
の
人

を
対
象
に
、
就
業
を
望
み
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
訪

問
・
来
所
・
電
話
に
よ
り
就
業

支
援
を
行
い
ま
す
。

●
小
規
模
作
業
所
、
授
産
施
設
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の
事
業
所
を

訪
問
し
、
本
人
を
支
援
し
ま
す
。

●
就
職
先
の
確
保
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
ゴ
ー
ル
ド
人
材
セ
ン
タ
ー
、

障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
、
新
聞
の
求
人
報
告
、
雑
誌
、

地
域
在
住
の
人
の
紹
介
な
ど
で

取
り
組
み
ま
す
。
就
業
後
の
定

着
支
援
を
行
う
た
め
に
事
業
所

の
訪
問
や
本
人
と
面
談
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

【
生
活
支
援
】

●
電
話
・
面
接
（
来
所
）
、
訪
問

ごご
利利
用用
くく
だだ
ささ
いい

障障
害害
者者
就就
業業
・・
生生
活活
支支
援援
事事
業業

平平
成成
1188
年年
1100
月月
１１
日日
かか
らら
県県
のの
事事
業業
とと
しし
てて
始始
まま
りり
まま
しし
たた

に
よ
り
、
障
害
者
の
要
望
を
聞

き
、
情
報
提
供
、
助
言
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

●
退
院
後
の
生
活
に
つ
い
て
関
係

機
関
と
連
携
し
、
地
域
生
活
を

送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
と
し

て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

（
相
談
助
言
・
連
絡
調
整
・
代

行
・
同
行
）
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
家
族
と
の
連
携
】

●
自
立
の
た
め
に
、
家
族
の
果
た

す
役
割
は
重
要
で
す
。
本
人
と

家
族
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
医
療
機
関
と
の
連
携
】

●
特
に
精
神
障
害
者
は
、
障
害
と

疾
病
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
、
本
人
の
健
康
状
態

と
本
人
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
よ
く

聞
き
支
援
し
ま
す
。

【
協
議
会
の
サ
ポ
ー
ト
】

●
障
害
者
自
立
支
援
法
に
お
け

る
、
市
町
施
設
の
地
域
自
立
支

援
協
議
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
情
報
収
集
と
広
報
活
動
】

●
各
種
情
報
収
集
と
広
報
啓
発
活

動
を
行
い
、
障
害
者
が
持
つ
、

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
支
援
し

ま
す
。

【
内
容
】

■
事
業
所
主
体
　
三
重
県

■
運
営
主
体
　
風
の
丘
（
社
会
福

祉
法
人
　
敬
真
福
祉
会
）
多
気

町
相
可
１
８
６
３
｜
１

■
利
用
対
象
者
　
松
阪
・
多
気
郡

管
内
に
在
住
の
人

■
相
談
受
け
付
け
　
月
曜
か
ら
金

曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

祭
日
と
年
末
年
始
は
お
休
み
で

す
。
留
守
番
電
話
を
利
用
し
後

日
対
応
し
ま
す
）

■
そ
の
ほ
か
　
障
害
児
等
療
育
支

援
事
業
＝
就
業
・
生
活
支
援
直

通
（
TEL
０
５
９
８-

38-

２
６
２

１
　
フ
ァ
ク
ス
＝
０
５
９
８-

38-

１
０
３
１
）
▽
知
的
障
害

者
更
正
施
設
（
風
の
丘
）
（
TEL

０
５
９
８-

38-

２
４
０
２
）

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
TEL
52-

７
１
２
７
）
へ
。

三
重
県
で
は
、
里
親
に
な
っ
て

い
た
だ
け
る
人
を
広
く
募
集
し
て

い
ま
す
。
里
親
と
は
、
親
の
病
気

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、

家
庭
で
の
養
育
が
困
難
に
な
っ
た

子
ど
も
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入

れ
、
愛
情
を
込
め
て
養
育
し
て
く

だ
さ
る
人
（
養
育
里
親
）
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か

に
、
１
年
以
内
な
ど
の
期
間
を
定

め
た
短
期
里
親
、
三
親
等
以
内
の

親
族
に
養
育
を
お
願
い
す
る
親
族

里
親
、
２
年
以
内
の
期
間
を
定
め

児
童
虐
待
な
ど
の
行
為
か
ら
心
身

に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
を

養
育
す
る
専
門
里
親
な
ど
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

里
親
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
詳

し
く
知
り
た
い
と
思
わ
れ
る
人

は
、
中
勢
児
童
相
談
所
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
同
相
談
所
里
親
事

務
担
当
者
（
TEL
０
５
９
―
２
３

１
―
５
６
６
６
）
へ
。

里
親
に
な
っ
て

い
た
だ
け
る
人
を

探
し
て
い
ま
す

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
町
長
選
挙

の
結
果
を
受
け
て
、
任
期
満
了
日

の
12
月
11
日
、
木
戸
口
眞
澄
氏
が

離
任
式
に
の
ぞ
み
、
町
職
員
を
前

に
し
「
皆
さ
ん
と
汗
を
流
し
た
思

い
出
は
終
始
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
最

後
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

木
戸
口
氏
は
１
９
９
４
年
に
第

12
代
明
和
町
長
と
し
て
初
当
選
。

３
期
12
年
を
町
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
山
正
美
助
役
は
平
成

12
年
６
月
か
ら
６
年
６
カ
月
間
、

松
井
彰
二
収
入
役
は
平
成
６
年
12

月
か
ら
12
年
間
、
山
口
一
郎
教
育

長
は
平
成
14
年
10
月
か
ら
４
年
２

カ
月
間
在
任
さ
れ
、
木
戸
口
氏
と

同
時
に
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

木
戸
口
氏
、
最
後
の
ご
あ
い
さ
つ

助
役
・
収
入
役
・
教
育
長
も
退
任



自然の中をみんなで楽しく歩きま

しょう。

■とき １月21日（日） 受付時間＝

午前８時30分～　出発＝午前９時

■集合場所 上御糸小学校体育館南

駐車場

■コース 佐田～前野地内を歩き上

水道水源地見学など、約4.5㌔の

コースを散策

※詳しくは、町民課（TEL52-7114）
へ。

町ソフトバレーボール協会では、

第14回新春町民ソフトバレーボール

大会を次のとおり開催します。

■とき １月21日（日） 午前８時

30分～午後零時30分

■ところ 総合体育館

■参加対象 20歳以上の町内在住・

在勤者で編成するチーム

■部門・チーム編成 ブロンズの

部＝39歳以下の男女各２人（女性

３人または39歳以上が入っても

可）uシルバーの部＝40歳以上の

男女各２人（女性３人も可）uレ

ディースの部＝20歳以上の女性４

人

■申し込み　同館受付カウンターで

実施要項・申込用紙配布。１月12

日（金）までに郵送かファクスで
申し込み（山崎絹代さん　〒515-

0313 明和町明星2610-52・フ

ァクス52-2151）

※ 詳 し く は 、 山 崎 絹 代 さ ん

（TEL52-2151）へ。

観光協会では、町民のご多幸とご

健康を祈念し、さらなる町の発展の

願いを込めて、「初日の出を見る会」

を次のとおり開催します。

皆さん、ぜひご参加ください。

■とき １月１日（祝） 午前６時

～（小雨決行）

■ところ 大淀海水浴場付近

■内容 明和太鼓の演奏と共に、新

春の輝かしい「初日の出」を見て

いただきます。かがり火を囲んで

暖をとり、甘酒の振る舞いを予定

しています。また地元漁師有志の

皆さんによる大漁旗を揚げての海

上パレードもあります。

※詳しくは、観光協会（TEL52-
0055）へ。

三重県と町では、皆さんと一緒に

《みんな（男女）でつくる生き生き

社会》を目指して「男女共同参画地

域づくり事業」を行っています。

見て・聞いて・考えて、男女共同

参画社会を実現していきましょう。

皆さん、ぜひご参加ください。

■とき １月20日（土） 午後１時

～３時30分

■ところ 町人権センター

■参加費 無料

■内容 寸劇（アイリス明和）・フ

リートーク・講演（NPO法人三重

みなみ子どもネットワーク理事長

秋山則子さん）

■そのほか 託児あり（10日前まで

に連絡）・手話通訳あり

※詳しくは、企画課（TEL52-7112）
へ。

■募集人数 普通科200人

■出願資格 三重県在住の人、年齢

は問いません。ただし、中学校卒

業、または同等の学力がある人

■提出書類 入学願書・出身中学校

の調査書

■学校説明会 ２月11日（日） 午後

２時～４時（会場は松阪高等学校）

■願書受付 ２月22日（木）～27日
（火）の午前９時～午後４時（土
曜・日曜を除く、27日は正午まで）

■面接選考日 ３月13日（火）
※詳しくは、松阪高等学校通信制課

程（TEL0598-26-7522）へ。

県立松阪高等学校
通信制の生徒募集

「よりよいパートナー
シップ」を開催

大淀海岸で「初日の出
を見る会」を開催

新春町民ソフトバレーボ
ール大会の参加者募集

21日に
健康ウオークを開催

17

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです
●町県民税・４期

●固定資産税・×

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・10期

●介護保険料・10期

消防三雲分署の消防三雲分署の
庁舎移転庁舎移転

松阪地区広域消防組合松阪中

消防署三雲分署が三雲地域振興

局庁舎２階に移転しました。

なお、電話番号は0598-56-
2536で変更はありません。

（新住所）〒515-2112 三重県

松阪市曽原872 三雲地域振興

局内

お知らせ
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ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 １月28日（日） 午後２時～＝絵本

「こんこんさまにさしあげそうろう」、紙芝居「い

っすんぼうし」ほか

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【今月の休館日】

１日（祝）～4日（木）・８日（祝）・９日（火）・
15日（月）・22日（月）・29日（月）・31日（水）
※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-7131）へ。

9日（火）行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
22日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●草木染め教室
～紫根（しこん）や紅花（べにばな）で染めましょう～

古代から高貴な色として日本人に好まれた「紫」。

紫草の根から染料を採取します。また、魔法のよう

に染め上がる、花びら染めの「桃色」。紅花が持っ

ている赤い色素を採り出し染色します。絹のスカー

フやハンカチを染めてみませんか。

■とき 紫根＝１月13日（土）、紅花＝２月10日
（土） いずれも、午前10時～午後３時

■参加費 各500円（材料費1,000円～）

■定員 各20人

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（TEL52-3890）へ。
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【明和町ホームページ】
http://www.town.meiwa.mie.jp

「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
念

頭
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
広
報
を
作
っ

て
い
る
の
は
12
月
の
初
旬
で
あ
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
も

ま
だ
。
１
月
を
想
像
し
て
文
章
を
書
く
。
過
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現
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。
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一
瞬
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べ
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の
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の
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去
に
な
っ
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瞬
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の
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今
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に
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う
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て
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願
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た
い
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「
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と
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う
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題
の
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算
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と
し
て
の
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末
」
と
辞
書
に
書
い
て
あ

っ
た
。
こ
の
紙
面
を
作
っ
て
い
る
時
期
は
ま
さ
に
年

の
瀬
。
う
ま
く
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せ
る
か
、
そ
う
で
な
く
て
も
新
年

（
と
締
切
り
）
は
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
来
る
。
気
持
よ

く
新
年
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
今
頑
張
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
紙
面
が
み
な
さ
ん
に
無
事
届
い
て
い

れ
ば
、
う
ま
く
年
を
越
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

■最大震度別地震回数（平成18年11月11日～12月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

91 28 8 2 0 0 0 0 0 129

0 0 0 0 0 0 0 0 00

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・福祉センター

私は生まれつき

心臓に障害があ

り、小さいころか

ら外で遊べなかっ

たため、家の中で

読書やさまざまな

空想をすることが楽しみでした。

そのうち、中学生のころから、読書で得たイ

メージや、空想して浮かんだシーンを詩にして

残すようになり、昨年、書きためた詩の中から

49点を選び、詩集「幻想詩」として彩流社から

の出版となりました。

今回の詩集は、「闇」「闇から光」「光」の３章

から成り、病気を乗り越え、前向きに生きるこ

とをテーマにしています。

新しい年が始まりましたが、今年も新しい光

に向かって歩んでいきたいと思います。

新しい光に向かって

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町役場TEL52-7115
中勢児童相談所TEL059-231-5666
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

配偶者暴力相談支援センターTEL059-231-5600
警察安全相談電話TEL059-224-9110・♯9110
松阪警察署TEL0598-53-0110
松阪保健福祉部TEL0598-50-0596
※お気軽に、まずはお電話してください。

樋口元洋さん

（竹川）


